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　目的　日本ﾒ。・1 iiに深い関係l持パT 衰た畳ドついT ･3, 'i ･り物性的研呪･J　まT-:充

分りJ言い竃い戻ヱ了■ hi- 万々は布g＼. の物性I 研究/了麦たカヘ布a とり征合ゼ: と＼ 了

畳<7)物性乙秀斬l る以亭l 痢薦］Tz.いI わ･す断鵡，保,温，吸湿｡, 放浪，狐散等む知る-

とに寝農へ。影響I (了明iy ヵ，にI reいところ1-,あi・　そこTヽ, t ず畳の末々とI　1 幻厨

n卜物性7- (J V < ,　”畳" i I 7 ．報定数ｔ調べるこt t i 的いい

　方砥　1 7"4 t一次もキ鴉限圓体i. I 7 温来変心こ伴7 逼来伝^現象l調べμ。々- 乙･

冬・子均一0 り欠温変に£昶す｡I , 最高温度i^"乙，最面温及/o'C'^ 各/z時間<^ 用期変化ｔ

行0" わ･*£4 にめ,恒温恒湿室内に於いT iS.泉Ｊ°'C(./O'C) ,風度10°/. （t.内卵他ね表薦角

のき凛と1ントロー7 ー・）制御能77によ7 タ・'AりTこ。）にコントロ- /レト　こぬに晰ラ

畳。温泉'i:iti求め限。簑置りT に,畳内やに表面よい1 *■'^深才/: 銅一コンス7ンタ

ン熱%対t挿入I , 他怖£逼浪記叔計に捧統i 1 測定／r-.

　邱最　得bれ目fi期妁温凍勤にf。。e。匙痕を/ , z^時閣用期りぶcn.iLカ' 7"I'-と似了る

: i がT- f f-ご.i re，畳表面，ヽら。晨マ，x-々す桂, 温及変化。俵幅,川，7 < V るこi J 'I

熱伝導方程式｀ヵ，らti.if)られる温浹菰散辛/j ijヽ7くV ろことが訳りb られTこ. fに, 現在隻ホ

マ創Tいる薦的定耽≫)いくつ7。I 考糸I , ヌノかめ-tt了平行干栽法にJ る鵡μ追辛測定いけ

７い, 温度拡散辛，熟伝主辛, 応熱，あヽ< れ<^ 現象にフい了£) 皮討t rz. 以上９こい -よ
り

ゝゝ 了
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"畳"・県的物性。一部t明£, rﾜヽにT i こと≫＼-フ･f , 31,-fi.ポ7れ了いV い物性値につ

　↑想ヽ?れたJヽう・■/値ｔ得るニL が了､、せた。

厦境遠慮に禅う被吸口料の温度変化

東京泉政大　幕政　O EQ村恭丿

　　　　　　　　　　仲三郎

　目的　%. ての物体I*.そ此の置力ヽ･≫>･ ている環境。-S.農t- fc'l>'7 , 々の恂体り基度t,変ｲ乙

し、　両着は平衡状態玄保tうとす?, やの*ふ両適度。関係､^物体の参恂征値、大3 -3、

形≪■とヽ･I'よ，r ,-*a ≪，本芦託v ･j , 裸服前料i広< て把のif 。測体ヒ考X。環境温度変

化の簡挙な場合。すなわち表面適戻φ"ヽ一様r. 費化t る導合と同期的に変-ttすう導合k. にフ

いて表面i: 内部の適度ヒの関係を鋼べ’，理論値ヒ吏験値s.比較差料しT'.。

　古法　あら*ヽ］め返戻馮華率と｡參伝4季を刺吏レ氏収種，繊物£試料と｡し表fit 温渡ｶヽ･

- 様に$ヽ-ftする場合丿含. 頌羞隻内で･試14 を教十枚重ね. 表面it庫い銅板玄置? . 苓れをヱ

カヽら* 外ランプ･Tヽ加熱レ銅板裏面（試斜表面) f;ヽよv試料の関に-e ,。I-レ限磨老君で･SB-

炭変化itt孫する。また司期的r.表面温度が｀≪- 化すろ4/合･ま，遥温隻内I'試料を置之，郭

屋の適戻変£を刹司してヒと同様I- 漸進t る。

　粘果　表面蓋戻かヽ周期的iv 麦化するk?の表面>:＝o，内都x, , X^r^ ゐヽけ苓振動数'n.、

表面に討する振幅比∂χ,c./θ。4 ･り例含下,-. 示T。

試　料
温漉畑半

肩

X （mm） ?w.（な゛）
躇幡比　　み､^μtt.

x< ｽﾞ*
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